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〔生徒の皆様へ〕 

 活動をするにあたってきちんと目標を設定しデータを集めるところから始めており、とても素晴らしいと

思いました。詳細や内容を詳しく決めて実際に活動をし、振り返り活動までしっかり実践しており深

い学びが出来ていると感じました。 

 実際に企業を自分たちで探すことで、その企業や企業の活動について詳しく知る機会になると思っ

た。大量廃棄されている衣服の問題について自分たちが行動を起こすことで、自分たちには何ができ

るのか、社会に貢献できるのかを身をもって知ることはあまりない経験なので、とても良い機会である

と思った。自分たちの住んでいる地域のことについて CM を作る過程で、偉人とつながりをすることが

できることはすごいと思った。クオリティの高い CM だと思いました。 

 「古着回収グループ」古着に目を向けさらに、発展途上国にワクチンの変えて送るという発想がすご

いと思った。また、普通に回収するだけでなく、環境への意識を変える方法を編み出しただ回収する

ということだけで終わらせていない点が良いと思った。 

 小布施町の魅力を北斎の説明を交えながら、CM を制作しており、実際に小布施町に行ってみた

いと感じる発表だった。CM の活用についても深く考えており、主体的に活動を取り組めていたように

思えた。 

 古着を回収することによって環境問題解決の取り組みにもなり、集めた古着を使ってワクチンに変え

発展途上国に寄付するという二つの効果を得ることができ良い取り組みだと感じました。また動画に

関しては長野市についてよくわからない人にも見やすいものだと感じました。この動画をどの様に広め

ていけるかということが重要になってくるのかなと感じました。 

 古着でワクチンという取り組みで、古着をワクチンに変える手助けをしていて、とても良い取り組みをし

ているなと感じました。また、葛飾北斎と小布施町を絡めて小布施町の発信を行っているのも良いと

思いました。CM も作っていて、すごいと思いました。私は、よく小布施町に行きますが、とてもいい所

だと感じています。小布施町の魅力がこれをきっかけにもっと広まるといいなと思いました。 

 地域魅力発信グループでの「CM を作る」取り組みも素晴らしいと思いました。「北斎が愛した小布

施町」というテーマのもと、小布施町を自分たちで発信していこうという気持ちが伝わってきました。 

 地域魅力発信グループでは、小布施の魅力を伝えたい！という気持ちが、長野県民としてとても嬉

しかったです。ＣＭでは重要な伝えたいことを動画に記入し、その他の文章はナレーションに変更する

と、画面上がスッキリして、北斎の絵がより見やすくなると思います。 

 服の大量廃棄という社会問題に目を向け、そこから目標を設定し、どのような活動が効果的なのか

を考えるにとどまらず、実際にその活動に取り組んでみて、様々な気づきを得ているという点が、とて

も素晴らしいと感じた。小布施町の活性化のために、実際に CM を作り、自分たちで小布施町の

良さを広めていくという活動も、素晴らしいと思った。 

 自分たちで条件を設定し、その条件に合う企業を自分たちで探すという点に生徒の主体性を感じま



した。古着を回収するだけでなく、回収する際にも環境への意識を高めるために、種類で分けている

点に工夫を感じました。 

 地域の魅力について、どういうふうに発信したら魅力を最大限に伝えることが出来るかについて、非

常に様々な視点から考えることが出来ていて素晴らしく感じました。発表者たちで作った CM からは、

魅力を視聴者に知ってほしいということが非常によく伝わってきました。 

 古着がワクチンに変えることができるのを初めて知りました。特に素晴らしいと思った点は、自分達で

古着を回収してくれる企業を探し、実際に実現しているという点です。大学生でも中々企業にアポ

イントメントを取って連携をすることは簡単ではないので、すごいと思いました。私も古着の回収につい

て調べていこうと思います。 

 【古着回収グループ】スライドがとてもきれいで見やすく発表も端的にまとめられており素晴らしかった

です．また，「古着」という誰もが協力しやすいものをテーマに活動していることで，多くの人の注目

を集められると思いました。これからも頑張ってください．【地域の魅力発信グループ】CMをつくるとい

うことだけでもすごいのに，作る過程で，あえて写真を多くするという工夫をしていたことで，すごく魅

力が伝わる CM になっていたと思います。 

 環境に対する意識を高めるために綿とポリエステルを分別してもらうという発想は面白いと感じた。

例えばその分別によって綿とポリエステルの何が異なるのかが気になった生徒がいたらそこから新たな

学習に繋がる。そういった意味で可能性の広がる活動だと思う。 

 目次の作成など、聞き取り手に配慮した発表でした。地域の問題から世界的な問題についても取

り組もうとしているのが伝わってきました。自分たちでできることと、企業などに手伝ってもらう、協力し

てもらうというところを分けて、実践しているところがとても上手だなとおもいました。発表お疲れ様でし

た！ 

 服が大量廃棄されている背景を問題発見し、それを有効活用できる手段について実践していること

がとても素晴らしいと思いました。そもそもとして、3R の観点からどうすればそのような不要な服が減

るのか？ということについてもその課題点を考えてみるのも良いかもしれません。応援しています。 

 

 

〔教職員の皆様へ〕 

 回収業者を選定する際に、目的に立ち返っていたところがすごいと思います。何のために古着を回収

するのか、目的をもって活動に取り組んでいたのだと思います。また、回収ボックスも綿とポリエステル

に分けるというアイデアもすごいです。ただ回収するのではなく、環境への意識を高めたいという目的

があるのだということを感じました。具体的な数値目標があることも、何かをなすときには大事ですね。

地域の魅力を発信するために、CM をつくるという発想がすごいです。実際に小布施町へ取材にいっ

て、自分たちがその魅力を体験するからこそ、すてきな CM ができたのだと思います。きっと小布施へ

実際に行き、何か伝えたいものを見つけることができたのだと思います。CMを作ったら終わりではない

と思うので、作った CM を多くの人に見てもらうためにどうするのか、どうしたのかを知りたいと思いまし

た。 
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